到来す る はずで ある。 それ はいつ だか は 分からな いが、 

来る こと は 来る という だけ は 確かで ある。 今から その 

時に 備える のが、 何よりも 肝要で ある。 

それ だから、 今度の 三 陸の 津浪 は、 日本 全国民に とつ 

て も 人. j ^ と ではな いので ある。 

しかし、 少数の 学者 や 自分の ような 苦労 症の 人間が 

いくら 骨 を 折つ て 警告 を 与えて みたところで、 国民 一 

般も 政府の 当局者 も 決して 問題に はしない、 というの 

が、 一 つの 事実で あり、 これが 人間界の 自然 方 則で あ 

ま 

るよう に 見える。 自然の 方 則 は 人間の 力で は枉 げられ 

きょ うが い 

ない。 この 点で は 人間 も 昆虫 も 全く 同じ 境界に ある。 



る 「愛国」 の 精神の 具体的な 発現 方法の 中で も 最も 手 

近で 最も 有効な ものの 一 つで あろうと 思われる ので あ 

る。 

(追記) 三 陸 災害地 を 視察して 帰った 人の 話 を 聞 

いた。 ある 地方で は 明治 二十 九 年の 災害 記念碑 を 建 

てた が、 それが 今では 二つに 折れて 倒れた ままに 

なって ころがつ ており、 碑文な ど は 全く 読めない そ 

うで ある。 また ある 地方で は 同様な 碑 を、 山腹 道路 

の 傍で 通行人の 最もよ く 眼に つく 処に 建てて おいた 

が、 その後 新道が 別に 出来た ために 記念碑の ある 旧 

道 は淋れ てし まってい るそう である。 それからもう 



一 つ 意外な 話 は、 地震が あってから 津浪の 到着す る 

までに 通例 数十 分か かると いう 平凡な 科学的 事実 を 

知っている 人が 彼 地方に 非常に 稀 だとい うこと であ 

る。 前の 津浪に 遭った 人で も 大抵 そんな こと は 知ら 

ないそう である。 

(昭和 八 年 五月 『鉄塔』) 
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